
主
権
者
って
何
だ
？ 

「学
校
を
つ
く
る
、
地
域
を
つ
く
る 

 
 

民
主
主
義
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
」 

 

２
０
１
６
年

に
「
18
歳
選
挙

権
」
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
あ

れ

か

ら

2

年
。
社
会
全

体
の
関
心
も

薄
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

何
よ
り
、
学

校
現
場
に
お 

い
て
私
た
ち

教
師
は
、
今
の

社
会
を
生
き

る
「
当
時
者
」

と
し
て
、
「
民

主
主
義
の
担

い
手
」
と
し
て

「
主
権
者
」
を

育
て
る
と
い

う
意
識
が
、

稀
薄
に
な
っ
て 

は
い
な

い
で

し
ょ
う
か
。
憲

法
が
変
え
ら

れ
よ
う
と
し

て
い
る
今

こ

そ
、
主
権
者

教
育
の
目
的

は
、
自
分
た
ち

が
生
き
る
社 

会

や

地

域

を

創
っ
て
い
く
「
民

主
主
義
の
担
い

手
」
を
育
て
る

た
め
に
あ
る
、

と
い
う
原
点
に

立
ち
戻
っ
て
議

論
を
深
め
た
い

と
考
え
ま
す
。 

会
場 

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

時
間 

受
付
9
時
半
～ 

 
 
 

 

開
始
10
時 

実
践
報
告
① 

 
 

江
原
一
幸
さ
ん
（佐
久
平
総
合 

 
 

技
術
高
校
） 

 
 

「学
校
を
変
え
る
地
域
を
変
え 

 
 

る
生
徒
会
活
動
」 

実
践
報
告
② 

 
 

坂
口
俊
夫
さ
ん
（小
諸
高
校
） 

 
 

「三
者
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に 

 
 

あ
た
っ
て
」 

実
践
報
告
③ 

 
 

横
出
加
津
彦
さ
ん
（和
歌
山
県 

 
 

立
粉
河
高
校
） 

 
 

「和
歌
山
県
立
粉
河
高
校
・Ｋ
Ｏ 

 
 

Ｋ
Ｏ
塾
～
ほ
ん
ま
も
ん
の
学
び 

 
 

を
地
域
と
と
も
に
～
」 
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 2016年に「１８歳選挙権」が導入されたのと同時に、生徒の政治活動は制限され、教師の政治的中立性ばかりが強調
されました。一方、学校でこそ                 「主権者教育」はすべき、という前提で選挙管理委員会が学
校に赴いて「選挙に行く」                     ための模擬投票が実施されました。その直後にあった夏の
参議院選挙では、マス                         コミをはじめ多くの大人たちが、若者の投票率の動向                             
に一喜一憂したの                             も記憶に新しいところです。 
   
 あれから2年。                                 マスコミが取り上げることも少なくなり、社会全体
の関心も薄れた                                 ように思います。「主権者教育」は単なるブーム
だけに終わって                                  しまったと言ったらいいすぎでしょうか。 
  
 何より、学校                                   現場において私たち教師は、今の社会を生き
る「当時者」と                                   として「民主主義の担い手」として、「主権者」
を育てるという                                   意識が希薄になってはいないでしょうか。 
  
憲法が変えられよ                              うとしている今こそ、主権者教育の目的は、自分た
ちが生きる社会や                               地域を作っていく「民主主義の担い手」を育てる
ためにあるという原点                                に立ち戻って議論を深めたいと考えます。 

２０１８１２．１５ 
塩尻総合文化センター 

総研 

    現場において  

  教師は、今を生きる 

「当事者」として 
「民主主義の担い手」 

 として「主権者」を 

        育てる 
     

学校づくり・地域づくり ～民主主義の担い手として～ 

主権者教育を考える 



  

長野県教育文化会議 
長野市県町593 
http://kyobun-kaigi.sakura.ne.jp/ 
TEL 026-234-2216     FAX026-234-2219 
E-mail kyobun.nagano-h@educas.jp 

は
じ
め
に 

 
２
０
１
６
年
に
「
18
歳
選
挙
権
」
が
導
入
さ
れ
た
の
と
同
時
に
、
生

徒
の
政
治
活
動
は
制
限
さ
れ
、
教
師
の
政
治
的
中
立
性
ば
か
り
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
学
校
で
こ
そ
「
主
権
者
教
育
」
は
す
べ
き
、
と

い
う
前
提
で
選
挙
管
理
委
員
会
が
学
校
に
赴
い
て
「
選
挙
に
い
く
」
た

め
の
模
擬
投
票
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
あ
っ
た
夏
の
参
議

院
選
挙
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
多
く
の
大
人
た
ち
が
、
若
者
の
投

票
率
の
動
向
に
一
喜
一
憂
し
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

あ
れ
か
ら
2
年
。
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
、

社
会
全
体
の
関
心
も
薄
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
「
主
権
者
教
育
」
は
単

な
る
ブ
ー
ム
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
た
ら
い
い
す
ぎ
で

し
ょ
う
か
。 

 

何
よ
り
、
学
校
現
場
に
お
い
て
私
た
ち
教
師
は
、
今
の
社
会
を
生
き

る
「
当
時
者
」
と
し
て
、
「
民
主
主
義
の
担
い
手
」
と
し
て
、
「
主
権

者
」
を
育
て
る
と
い
う
意
識
が
、
希
薄
に
な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

憲
法
が
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
こ
そ
、
主
権
者
教
育
の
目
的

は
、
自
分
た
ち
が
生
き
る
社
会
や
地
域
を
創
っ
て
い
く
「
民
主
主
義
の

担
い
手
」
を
育
て
る
た
め
に
あ
る
、
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
議
論

を
深
め
た
い
と
考
え
ま
す
。 

期日  
 12月15日（土） 

会場  
 塩尻総合文化センター 

時程 
  9時30分～ 
    受付 
  9時50分～ 
    議長挨拶・課題提起 
  10時～ 
    実践報告① 
  11時30分～ 
    実践報告② 
  12時15分～ 
    昼食休憩 
  13時15分～14時45分 
    実践報告③ 
  15時10分～15時30分 
    総括討論 

実
践
報
告
① 

江
原
一
幸
さ
ん
（
佐
久
平
総
合
技
術
高
校
） 

 

「
学
校
を
変
え
る 

地
域
を
変
え
る  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

生
徒
会
活
動
」 

 
 

地
域
で
あ
ま
り
評
判
が
よ
い
と
は
言
え
な
か
っ
た

学
校
が
、
地
域
と
協
力
し
て
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
中
で
生
徒
が
変
わ
り
、
学
校
も
大
き
く
変
わ
っ

て
い
っ
た
と
い
う
実
践
で
す
。
生
徒
と
一
緒
に
制

作
し
た
「
原
発
問
題
」
の
ビ
デ
オ
も
含
め
て
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

実
践
報
告
② 

 

坂
口
俊
夫
さ
ん
（
小
諸
高
校
） 

  

「
三
者
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
」 

 
 

小
諸
高
校
で
も
新
た
に
「
三
者
協
議
会
」
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
い
き
さ
つ
を
含
め
て
お
話

を
お
聞
き
し
ま
す
。 

実
践
報
告
③ 

横
出
加
津
彦
さ
ん
（
和
歌
山
県
立
粉
河
高
校
）  

 

「
和
歌
山
県
立
粉
河
高
校
・
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
」 

 
 

～
ほ
ん
ま
も
ん
の
学
び
を
地
域
と
と
も
に
～ 

 
17
年
も
前
か
ら
周
囲
の
大
人
た
ち
と
協
同
し
て
学

び
合
い
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
和
歌
山
県

粉
河
高
校
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
」
の
実
践
を
わ
ざ
わ
ざ

遠
方
よ
り
来
て
い
た
だ
い
て
の
ご
報
告
で
す
。 
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